
美波町第２期子ども・子育て支援事業計画中間見直し（案）に関するパブリックコメント実施結果
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22

　
　〔年間延訪問人数の推移〕の掲載年度のデータ（平成 27 年
度～30 年度）が古いので、最新のデータを掲載していただきた
いです。

第２章
美波町の子どもと子
育て家庭の現状と課
題

ニーズ調査からみた
美波町の子育て環境
について

12

　
　平成 31 年 1 月にニーズ調査を実施しているが、事業計画
内には、ニーズ調査の一部の結果しか掲載されていない。町民
含め皆で事業計画を考えるうえで貴重なデータであるため、今
後は事業計画の末尾もしくは別途資料編として、ニーズ調査の
全項目と集計結果について掲載をお願いします。

　
　ニーズ調査の集計結果つきましては、できるだけわかりやすい形で
公表させていただきます。

　
　令和２年度は、対象世帯数８件・訪問延回数１２件、令和３年度
は、対象世帯数６件・訪問延回数は１１件となっております。

第２章
美波町の子どもと子
育て家庭の現状と課
題

１　子育てしやすいま
ちづくりについて

12

　　＜子育てをしやすいまちづくりのために重要と思うこと＞にお
いて、トップ 3 が「小児医療体制の充実」（約 70%）と「子育てし
ながら働きやすい職場環境の整備」（約 43%）と「子育てへの経
済的支援の充実」（約 41%）になっており、美波町としては事業
計画の中でも特にこの 3 項目に関連する施策を重点施策とし
て他の町計画とも連携しながら重点的に取り組んでいく必要が
あるのではないでしょうか？逆に言うと、この 3 項目に関する施
策が充実していかなければ、今回の見直しで小学生以下の本
町の児童人口の推計値が前回より大幅に減少していくことを防
ぐことができないのではないかと思います。

　
　こども家庭センター設置を目指すとともに、各種施策の見直しをし
ていくこととしております。
　本計画においては、「第４章 基本施策」の「3 子育て支援のネット
ワーク（P.33）」「4 子どもの健全育成（P.34）」「6 子どもの貧困対策
（P.37）」「「2 ひとり親家庭への支援（P.46）」に「88 こども家庭セン
ターの検討」を追加します。

第２章
美波町の子どもと子
育て家庭の現状と課
題

８　病児保育事業 21

　
　現在の利用方法が利用予定日２日前午後３時までに予約が
必要となっており、急病の時には利用できないため、「病児保育
事業」の利用内容を充実させてほしい。

　
　現在、美波町では、けがや病気の回復期にある児童を専用ス
ペースで一時的に保育する病後児保育事業を徳島県看護協会に
委託しております。今後も、病児対応できる体制整備に取り組んで
まいります。
　本計画においては、「17 子育て援助活動支援事業（ファミリー・サ
ポート・センター事業）の実施（P.33）」に「病児保育に対応できるサ
ポーターの養成に努めていきます。」を追加します。

第２章
美波町の子どもと子
育て家庭の現状と課
題

10　養育支援訪問事
業
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　美波町のこども園において、オムツの持ち帰りをお願いしている理
由としましては、「①体調管理…数年前は園で処分していたこともあ
るが、園での尿や便の状態や回数の把握のため持ち帰ってもらうよ
うになったこと。②衛生面…オムツ使用の園児が増えてきたことか
ら、保管場所の確保が困難になってきたこと。」です。
　また、園でオムツを処分を行うにあたっての問題点として、「①衛
生面・感染症対策　②保管場所の確保（日和佐こども園は乳幼児
が多いため、１日のオムツの量が１００ヶほどになる。）　③ゴミの回
収の回数が週２回」が挙げられます。

27

　
　町の最上位計画である美波町総合計画において、少子化対策の
取組を今後も情報共有を図りながら進めてまいります。

第４章
基本施策

第２章
美波町の子どもと子
育て家庭の現状と課
題

11　その他のサービ
ス

22

　
　祝い金自体は良い施策だと思うが、施策として児童１人当たり
１万円の金額でどれほどのひとり親家庭の支援になっているの
でしょうか？
　また、ひとり親家庭でも祖父母等の支援を十分得られている
家庭もあり、一方でふたり親家庭でも生活に厳しい家庭もあると
思うので、全員にあげる施策の方が良いのではと思います。

　
　教育委員会から公民館に移行したのではなく、記載間違いであっ
たため、修正を行いました。
　なお、教育委員会と公民館は同じ部局であるため、連携は取れて
おります。今後も放課後の子どもの居場所づくりを推進してまいりま
す。

４　認定こども園にお
けるサービスの質の
向上に向けた取組の
推進

第４章
基本施策

８　放課後の子どもの
居場所づくり

32

31

　
　全国的に問題になり廃止されつつあるこども園での「オムツ持
ち帰りルール」を廃止してほしい。

　
　どうして教育委員会から公民館に移行したのでしょうか？教育
委員会と公民館は両方において連携することが必要ではない
でしょうか？また公民館とどのように連携・活用されようとしてい
るのでしょうか？

　
　こども家庭センター設置を目指すとともに、各種施策の見直しをし
ていくこととしています。

第３章
計画の基本的な考え
方

　
　小学生以下の本町の児童人口の推計値が前回より大幅に減
少しているが、その要因は何でしょうか？美波町の将来のため
に、要因を明らかにして町内で共有し、連携して対策を講じる
必要があると思います。

１　計画期間の将来
推計人口
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　学校給食は、「児童又は生徒一人一回の学校給食摂取基準」に
より、エネルギーやたんぱく質、脂質などを考慮しながら栄養教諭が
作成した献立により調理をし、提供しております。栄養価は基準を満
たしていますが、味付けや見た目などで工夫できることがないか、栄
養教諭や調理現場とも話し合いながら、子どもたちが楽しめる学校
給食にしていきたいと考えております。

23　子育て家庭への
経済的支援

34

　
　兵庫県明石市で取り組まれ、子育て世帯の人口増加の成果
にも繋がっている「おむつセット定期便」の支援を美波町でも施
策化してほしい。

12

86　利用者支援事業
の実施

33

　
　「子育て世代包括支援センター」が、妊娠期から子育て期に
おける包括・総合相談・ワンストップ窓口機能になるようにセン
ター機能を充実させて、また町民がセンターの存在や機能を知
り、気軽に相談できるように広報にも努めてほしい。

　
　子育て世代包括支援センターや各種相談については妊娠届出や
新生児訪問等の母子保健事業を通じて個別に説明を行い、必要に
応じて事業を利用していただけるよう支援をしています。また、全家
庭に周知するために事業案内を毎年各戸配布するとともに、こども
園、小学校、中学校を通じた案内の配布、町ホームページにも情報
を掲載しています。
　今後も気軽に相談をしていただけるよう広報活動を継続し、子ども
たちがすこやかに成長できるよう支援していきたいと考えています。
　本計画においては、「86 利用者支援事業の実施（P.33）」に「子ど
も家庭総合支援拠点おと子育て世代包括支援センターを見直し、
児童福祉と母子保健の一体的な提供ができるこども家庭センターを
検討します。」を追加します。

第４章
基本施策

　
　美波町こども支援地域協議会において、関係機関間で子どもとそ
の家庭に関する情報を共有し、連携を図ることにより、ヤングケア
ラーの早期発見と子どもの状況や意向に応じた支援に結び付けて
いけるよう取り組んでまいります。
　学校においては、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワー
カーによる、相談支援体制の充実を推進してまいります。

　
　子ども家庭センター設置を目指すとともに、各種施策の見直しをし
ていくこととしています。

第４章
基本施策

第４章
基本施策

87　ヤングケアラー
への支援

37

　
　具体的にはどのように支援を行うのか教えてほしい。

42　小中学校におけ
る食育の推進

40

　
　子ども達から、「学校給食が美味しくない、量が少ない、給食
が学校の楽しみの一つになっていない」といった声が聞かれ、
実際の給食の写真を見る機会があったが、保護者から見ても
ひもじい内容になっている。栄養士指導のもと、栄養自体は足り
ているかもしれないが、科学的にも食は情報（見た目等も含む）
であるとも言われているため、子ども達の心が豊かにある給食を
希望します。

第４章
基本施策

9

10

11
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町の考え方

　徳島県のコンクール（人権等）への応募は、主に夏休み期間に教
員が募集のあるコンクールを例示し、児童生徒の個々の意思により
応募しております。児童生徒に強制することはできませんが、できる
だけ応募してもらうよう指導してまいります。

　
　給食の食材については、納入業者に対してできるだけ地元産物
（徳島県産）を納品してもらうようお願いしております。学校給食は、
大量の食材が同一品質で決められた数量が必要であり、魚につい
てはそれがなかなか難しい面があります。しかしながら食育において
は、地元産の食材をできるだけ活用し、郷土料理等を取り入れた献
立づくりをしていくよう、努力したいと考えております。

13
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第４章
基本施策

54 信頼される学校
づくり

43

　
　美波町では地域学校協働活動を行っているのでしょうか（徳
島県の地域学校協働活動の紹介パンフレットには，他市町の
学校の記載はありますが，、美波町内の学校の記載はありませ
ん）？今後、実施計画はありますか？コミュティスクールとあわ
せて、是非とも積極的に進めていただきたいです。

　
　コミュニティスクールは今年度中に立ち上げします。地域学校協
働活動の実施計画はありませんが、現在も郷土学習・防災訓練・下
校時の見守り等で地域の方々にご協力をいただいております。

第６章
計画の推進

計画の進行管理 69

　
　事業・施策の進捗状況報告及び評価は、毎年、各担当部署で
行っております。また、評価の過程等を開かれたものとするため、美
波町子ども・子育て会議からの意見を聞き、適宜、計画の見直しを
行い、改善に努めております。
　今回の中間見直しにつきましても同様に、各担当部署において事
業・施策の進捗状況報告及び評価を行い、美波町子ども・子育て
会議で意見を聞かせていただきました。
　令和５年度、令和６年度につきましては、これまでの実績を踏ま
え、事業・施策を着実に推進するよう努めてまいります。

第４章
基本施策

50　確かな学力の向
上に向けた指導体制
の充実

42

　
　徳島県のコンクール（人権等）に町内の小中学校は応募して
いるのでしょうか（受賞作美波町内の生徒の名前がない）？生
徒数が少ない中で、子ども達には、競争心を育むことや外部か
らも評価される喜びを感じてもらいたいので、コンクールには積
極的に応募していってほしい。

　
　「ＰＤＣＡサイクル（計画・実行・評価・改善）に基づき、計画の
実施状況について定期的な点検を行うとともに、・・・」と記載さ
れているが、本事業計画の各施策には KPIのような評価数値
は示されていない中、評価・改善はどのように行うのでしょう
か？また、今回の見直しおいて、前回からの評価・改善がどの
ように行われたのかそのプロセスについても教えてください。

第４章
基本施策

42　小中学校におけ
る食育の推進

40

　
　「給食の地場産物使用率を高め、郷土料理等を取り入れま
す。」とあるが、町外から赴任してきた学校の先生から、「折角
海の町の美波町に来て魚料理の給食を楽しみにしていたのに、
給食に出て来る魚はメルルーサであったりするので、地元の魚
は食べれないのか」と聞かれたことがある。町の将来像として
「海・山・川の恵みを活かし、知恵と心でつくる町」（第２次美波
町総合計画）を掲げる美波町として、町の水産業はじめ一次産
業とも連携して、地元の魚や食材を子ども達に食べさせてほし
いです。

4
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　全体 事業計画の記載内容が抽象的な表現になっているた
め、各部署では具体性がある計画を持っておいてほしい。

17

18

19

20

　
　国の考え方につきましては、今後は内閣府からの事務連絡等をお
示ししてまいりたいと考えております。
　また、美波町子ども・子育て会議の議事録につきましては、今後
ホームページでの公表を検討してまいります。

　
　全体 事業計画に掲載されていない事案が生じた場合の対応
もスムーズに行うことができる旨の記載がないため、町民が不
安にならないように、各部署でスムーズに対応できる体制の確
保をお願いします。

　
　今後も各部署との連携を図り、切れ目のない支援に取り組んでま
いります。

　
　美波町の HP の「美波町第２期子ども・子育て支援事業計画
中間見直し（案）に関するパブリックコメントの実施について」の
募集ページには、「美波町第2 期子ども・子育て支援事業計画
中間見直し(案)の概要」と「美波町第 2 期子ども・子育て支援
事業計画中間見直し(案)」が掲載されているが、後者の中身は
見直し予定のページしか掲載されておらず、適切なパブリックコ
メントをするためには、元々の事業計画も目を通す必要がある
が、HP ページ下部の関連のページの「美波町第 2 期子ども・
子育て支援事業計画について」を自ら見つける必要がある。今
後は、見直しページだけでなく全ページについても、あわせて同
HP のページに掲載をお願いします。

　
　現行の事業計画をすぐに閲覧していただけるよう、今後はホーム
ページの掲載方法の改善を行ってまいります。

　
　「美波町第 2 期子ども・子育て支援事業計画中間見直し
(案)」には、「国の「第二期市町村子ども・子育て支援事業計画
等に関する中間年の見直しのための考え方」などを踏まえ、美
波町子ども・子育て会議において議論し、次のとおり見直しを行
いました。」と記載されているが、「国の「第二期市町村子ども・
子育て支援事業計画等に関する中間年の見直しのための考え
方」および美波町子ども・子育て会議の議事録が HP 上に掲載
されていないため、どのような考え方・経緯・議論を得て今回の
見直しになったか、町民の立場では判断するための情報が不
足しているため、適切なパブリックコメントできない状態にあると
思います。今後は、それらの資料の HP への掲載もお願いしま
す。

　
　各事業ごとにより実効性のある取組を進めていくこととしています。

5
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21

　
　令和３年度から現在まで、８施設の追加（現在手続き中含む）と１
つの内容追加になっています。
　なお、町内利用できるのは、一時預かり事業、ファミリーサポート事
業、病後児保育事業、産後ケア、うみがめカレッタ、美波町由岐Ｂ
＆Ｇ海洋センター、白い燈台（入浴料のみ）になります。今後、利用
できる施設を増やせるよう検討してまいります。

　
　「とくしま在宅育児応援クーポン」について，制度は徳島県の
ものであるが、使用できる施設やサービスは、美波町が町外の
施設やサービスの登録手続きしてもらえれば使用できるように
なるようなので、町外の施設も増やしてほしい。

6


